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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
1

0

0
周
年
を
無
事
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
た
く
さ
ん
の
先

生
方
に
も
共
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
、

新
た
な
1

0

0
年
を
迎
え
る
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
消
費
税
の
引
き
上
げ
、
病
床
機
能

分
化
、
診
療
報
酬
改
定
と
、
ど
れ
一
つ
取
り

上
げ
て
も
笑
っ
て
過
ご
せ
る
状
況
で
は
な

く
、
救
急
病
院
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け

た
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

急
性
期
の
臨
床
の
現
場
は
高
齢
の
患
者
様

が
多
く
看
護
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
在
院
日

数
が
短
い
た
め
患
者
様
も
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
転
院
、
退
院
と
な
り
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
医
療
と
介
護
の
間
で
不
安
だ
ら
け

の
患
者
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
入
院
環
境

と
退
院
後
の
生
活
支
援
情
報
の
提
供
が
で
き

る
看
護
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

県
内
で
は
ま
だ
ま
だ
看
護
師
不
足
は
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
患
者
様
の
満
足
度
、

そ
し
て
職
務
満
足
度
が
ど
の
よ
う
に
充
足
し

て
い
く
か
と
考
え
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て

看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

神
戸
掖
済
会
病
院
は
、
平
成
26
年
11
月
に
創
立
1

0

0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

大
正
3
年
11
月
に
神
戸
海
員
病
院
と
し
て
発
足
し
た

当
院
が
1

0

0
年
の
永
き
に
亘
り
神
戸
の
地
で
医
療
、

福
祉
事
業
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
諸
先
輩
方
の
努

力
に
加
え
、
地
域
の
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
支
援
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
26
年
11
月
9
日
（
日
）
に
は
新
神
戸
の
『
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
』
に
お
き
ま
し
て
記
念

の
式
典
と
小
宴
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
日
曜
日
の
昼
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
1

0

0
名
近
い

ご
来
賓
の
方
々
の
参
加
を
得
、
午
前
11
時
30
分
よ
り
記

念
式
典
を
開
始
、
主
催
者
（
本
会
会
長
）
挨
拶
に
続
き
、

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の
代
表
者

様
よ
り
丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
い
て
の
記
念
講
演
に
お
い
て
は
、
笑
医
塾
塾
長

の
高
柳
和
江
講
師
（
世
界
の
講
演
上
手
な
2
千
人
の
1

人
に
選
出
）
よ
り
「
笑
医
と
感
動
で
、
医
療
現
場
が
変
わ

る
」
と
題
し
た
非
常
に
興
味
深
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
部
屋
を
移
動
し
て
実
施
し
た
祝
宴
で
は
鏡
開

き
、
乾
杯
に
続
い
て
自
由
に
ご
歓
談
い
た
だ
き
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
無
事
祝
賀
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
方
々
や
近
隣
医
療
機
関
の
諸
先

生
方
、
OB
職
員
諸
氏
は
も
と
よ
り
、
当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ

た
方
々
か
ら
も
、
多
数
の
ご
祝
電
や
お
祝
い
花
を
頂
戴
し
、
職
員
を

代
表
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

次
な
る
1

0

0
年
に
向
か
い
、「
掖
済
（
え
き
さ
い
）
＝
腋
（
わ

き
）
に
手
を
添
え
て
助
け
る
」
の
精
神
に
則
り
、
職
員
一
同
鋭
意
努

力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
高

配
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
一
言
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

 

昨
年
は
神
戸
掖
済
会
病
院
創
立
1

0

0
周
年
に
当
た
り
、
去

る
10
月
9
日
に
は
記
念
講
演
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
垂
水
区
の
先
生
方
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
出
席
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
て
、
年
末
に
は
争
点
の
は

っ
き
り
し
な
い
衆
議
院
銀
選
挙
が
行
わ
れ
、
予
想
通
り
の
安
倍

政
権
の
圧
勝
で
終
わ
り
ま
し
た
。
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
延
期

と
な
り
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
社
会
保
障
に
関
す
る
予
算
の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
関
西

電
力
の
電
気
代
値
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
お
り
医
療
界
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
明
る
い
話
題
の
な
い
新
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
当

院
と
し
て
は
1

0

1
年
目
の
歩
み
を
き
ち
ん
と
進
め
て
ゆ
く

所
存
で
す
。
昨
年
よ
り
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た 

内科  循環器科  小児科  皮膚科 放射線科 

 院長 島津 敬（一般 循環器） 部長 藤 久和 医師 村上 龍助 医長 佐々木 祥人 部長 池田 幸央 

 部長 林 秀幸（消化器） 医長 森 可智 部長 山岡 利佳 医員 小野寺 美奈子 麻酔科 

 部長 山口 博也（消化器） 医長 半田 充輝 医員 山内 裕美子 泌尿器科 医長 馬屋原 拓 

 医長 川添 智太郎（消化器） 医員 中ノ瀬 晃一 医員 松尾 希世美 部長  宮﨑 治郎 医長 福岡 良佑 

 医長 近藤 天韻（腎臓） 医員 林 秀行  副部長 稲葉 洋子 医長 西山 淳二 

 医長 深水 真希（糖尿病） 整形外科  産婦人科 医員 真弓 研作 

 医長 勝野 広嗣（消化器） 副院長 藤本 眞弘 医長 小橋 潤己 部長 加藤 俊 病理診断科 

 医員 小川 雄史（消化器） 副部長  町田 明俊 医員 尾﨑 卓郎 医員 船内 祐樹 部長 仙波 秀峰 

 医員 橋本 学（消化器） 医長 木澤 卓嗣 医員 洪 洋熹 医員 村山 結美  

外科   脳外科 眼科 研修医        

名誉院長 安田 青兒 部長 篠﨑 幸司 部長 野垣 秀和 医長 周 允元 中村 文香 三木 康子 

副院長 大鶴 実 医長 石井 孝明 医長 中嶋 千也 医長 八木 淳子 杉山 茉莉子 田中 公恵 

診療局長 川﨑 靖仁 医員 片山 智博 医長 富永 貴志 医員 中井 允子 南 辰也  

部長 東野 健 医員 大久保 悠祐 医員 駒井 崇紀 

 

 

 

 

 

 

 

開
放
病
床
に
つ
い
て
も
た
く
さ

ん
の
先
生
方
に
参
加
の
ご
登
録
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
先
生

方
と
連
携
し
て
垂
水
区
の
医
療
を

堅
持
す
る
方
向
で
今
年
も
邁
進
す

る
覚
悟
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

この度、平成 26年 10月 6日～24日に入
院患者様へのアンケートを実施させていた
だきました。 
配布数 422枚、有効回答数 225枚、回答率
53％と多くの患者様にご協力をいただき大
変感謝しております。 
アンケートは今回で 5回目となります。 
患者様からのご指摘を真摯に受け止め、

ご要望を少しでも多く取り入れることがで
きるように、この結果を十分活用してまい
りたいと思います。 
また、「今後も入院が必要となった場合は当
院でしたいと思われますか？」との問いに
対し、53.6％もの患者様から「是非したい」
との評価をいただきました。お褒めの言葉
を励みとし、患者様とのよりよい信頼関係
を築けるよう、職員一同より一層の努力を
してまいります。  

麻酔科  福岡 良佑 



底
筋
を
引
き
締
め
る
体
操
で
進
行
を
防
ぐ
効
果
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
損
傷
さ
れ
た
筋
肉
が
閉
経
後

に
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
下
垂
し
た
臓
器
を
元

に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
腹
に
圧

力
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
立
ち
仕

事
、
重
い
も
の
を
持
つ
こ
と
を
避
け
る
、
便
秘
や

咳
の
治
療
を
行
う
な
ど
の
行
動
療
法
も
進
行
を
防

ぐ
消
極
的
な
も
の
で
逆
に
「
生
活
の
質
」
を
低
下

さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

■
ペ
ッ
サ
リ
ー
に
よ
る
保
存
的
治
療 

ペ
ッ
サ
リ
ー
は
リ
ン
グ
状
の
器
具
で
、
腟
内
に

図 1 

人
、
持
病
や
高
齢
の
た
め
手
術
が
で
き
な
い
場
合

に
適
し
て
い
ま
す
。 

■
手
術
療
法 

 

根
治
的
治
療
法
は
手
術
で
す
。
長
年
行
わ
れ
て

き
た
子
宮
摘
出
と
緩
ん
だ
腟
壁
を
縫
い
縮
め
る
手

術
法
（
従
来
法
）
で
は
、
疾
患
の
原
因
が
除
か
れ

な
い
た
め
再
発
率
が
約
5
割
と
高
い
の
が
問
題
で

し
た
。 

近
年
、
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
を
応
用
し
再
発
の

少
な
い
手
術
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
開
始
さ
れ
た
の

が 

Ｔ
Ｖ
Ｍ
手
術
（
経
腟
メ
ッ
シ
ュ
手
術
）
で
す
。

腟
壁
を
切
り
開
い
て
、
膀
胱
や
直
腸
な
ど
の
脱
出

臓
器
と
腟
壁
の
間
に
メ
ッ
シ
ュ
（
網
状
の
人
工
素

材
）
を
埋
め
込
み
補
強
し
ま
す
（
図
１
図
２
）
。
子

宮
や
膣
壁
を
切
除
す
る
こ
と
な
く
本
来
の
自
然
な

形
態
に
復
帰
し
、
メ
ッ
シ
ュ
強
度
が
永
続
し
再
発

が
少
な
い
こ
と
か
ら
2

0

0

5
年
本
邦
で
も
開

始
さ
れ
2

0

1

0
年
保
険
収
載
さ
れ
る
な
ど
急

速
に
普
及
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
米
国
で
は
2

0

1

1
年
に
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
品
局
）
か
ら
メ
ッ

シ
ュ
特
有
の
合
併
症
に
関
す
る
警
告
が
発
せ
ら

れ
、
訴
訟
の
増
加
と
と
も
に
Ｔ
Ｖ
Ｍ
手
術
は
衰
退

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
問
題
視
さ
れ
た
合
併
症
は
創

部
か
ら
の
メ
ッ
シ
ュ
露
出
や
性
交
時
痛
な
ど
で
す

が
、
本
邦
で
は
米
国
ほ
ど
深
刻
な
合
併
症
報
告
や

訴
訟
問
題
も
な
い
た
め
依
然
と
し
て
多
く
の
病
院

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
さ
ら
に
新
し
い
腹
腔
鏡
下
腟
仙
骨
固
定

術
（
経
腹
メ
ッ
シ
ュ
手
術
）
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

メ
ッ
シ
ュ
で
腟
の
先
端
を
仙
骨
前
面
に
固
定
し
て

つ
り
上
げ
る
方
法
（
図
3
）
は
、
挙
上
方
向
も
理

に
か
な
い
再
発
も
少
な
い
優
れ
た
手
術
で
す
が
、

従
来
の
開
腹
手
術
で
は
身
体
へ
の
負
担
が
大
き
く

普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
腹
腔
鏡
手

術
で
行
う
こ
と
で
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
2

0

0

8
年
本
邦
で
も
開
始
さ
れ
今
年
4
月
に
は
保
険

収
載
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
Ｍ
手
術
で
問
題
と
な
っ

た
合
併
症
の
危
険
が
な
い
と
さ
れ
、
今
後
は
広
が

り
を
見
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
身
体
の
中
に
異
物
と
し
て
残
る
人
工
物

（
メ
ッ
シ
ュ
）
を
使
用
し
な
い
で
再
発
を
防
止
す

る
膣
閉
鎖
術
（
図
４
）
も
有
力
な
手
術
法
で
す
。

性
交
機
能
は
失
わ
れ
る
た
め
欧
米
で
は
限
定
さ
れ

る
よ
う
で
す
が
、
本
邦
の
高
齢
者
に
は
希
望
の
多

い
手
術
法
で
す
。 

 

５
．
当
科
で
の
診
療
状
況 

 

当
科
は
ウ
ロ
ギ
ネ
（
女
性
泌
尿
器
科
）
領
域
を

扱
う
数
少
な
い
産
婦
人
科
と
し
て
多
く
の
患
者
紹

介
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
2

0

1

3
年
度
の
骨

盤
臓
器
脱
手
術
件
数
は
全
国
23
位
（caloo

調
べ
）

で
す
。
骨
盤
臓
器
脱
の
タ
イ
プ
や
重
症
度
、
個
別

の
生
活
状
況
や
希
望
な
ど
に
合
わ
せ
て
適
し
た
治

療
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
サ
リ
ー
で
長

期
通
院
の
患
者
も
多
い
で
す
が
、
手
術
治
療
を

希
望
し
て
来
院
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。 手

術
は
再
発
防
止
を
優
先
し
て
T

V

M
手

術
や
腟
閉
鎖
術
を
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

性
活
動
の
活
発
な
年
代
に
は
最
新
の
腹
腔
鏡
下

腟
仙
骨
固
定
術
も
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６
．
今
後
の
展
望 

ウ
ロ
ギ
ネ
領
域
の
疾
患
に
は
臓
器
の
形
態
異

常
や
機
能
障
害
な
ど
が
複
合
的
に
関
連
し
て
お

り
、
手
術
法
の
ト
レ
ン
ド
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
婦
人
科
的
、
泌
尿
器
科
的
な

最
新
の
専
門
知
識
を
も
つ
医
師
が
包
括
的
な
見

地
か
ら
治
療
に
当
た
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

羞
恥
心
か
ら
受
診
を
控
え
た
り
相
談
す
べ
き
医

療
機
関
が
わ
か
ら
な
い
中
高
年
女
性
に
対
し

て
、
治
療
に
関
す
る
適
切
な
情
報
を
発
信
・
提

供
す
る
活
動
も
必
要
で
し
ょ
う
。 

産
婦
人
科
部
長 

加
藤 

俊 
 

27年 1月現在、ご登録いただいた先生方 
 あいはら子どもクリニック    相原 浩輝 先生 
 池垣クリニック         池垣 なつ 先生 
 井尻整形外科          井尻 眞一郎先生 
 江草クリニック         江草 康夫 先生 
 大岡内科クリニック       大岡 陸邦 先生 
 かずおか小児科         數岡 一吉 先生 
 黒田医院            黒田 良平 先生 
 近藤内科医院          近藤 七郎 先生 
                近藤 千香子 先生 
 佐々木内科医院         佐々木 徹 先生 
 谷山内科クリニック       谷山 明子 先生 
 ディアージュ神戸クリニック   中濵  肇 先生 
 なかむらクリニック       中村 治正 先生 
 中村医院            中村  誠 先生 
 田原内科医院          比江森 玲子先生 
 花田神経内科クリニック     花田  進 先生 
 藤井内科クリニック       藤井 芳夫 先生 
 星島整形外科・リハビリテーション星島 一夫 先生 
 山本医院            山本 博文 先生 
 山岡医院            山岡 成章 先生 
 やまぐちクリニック       山口 高秀 先生 

糖尿病には、大きく分けて 1型と 2型がありま
す。日本の糖尿病患者は 9割以上が 2型糖尿病で
す。食べ過ぎ、運動不足、ストレスなどの生活習
慣によってインスリンの効きが悪くなり分泌が
低下し血糖値が上がります。これに対して 1型糖
尿病はインスリンを分泌する腎臓のβ細胞が破
壊される病気で、成人のみならず子どもや若い人
が発症することも多く、治療にはインスリン注射
が必要です。 

当院では 1 型糖尿病の治療も多く行っております。1 型糖尿病の患者様では生活ス
タイルに合わせたインスリンの調整が大切です。強化インスリン療法といって 1日数
回の自己注射による治療が一般的ですが、当院ではインスリンポンプによる治療も積
極的に取り入れています。 
また、食事に合わせてインスリンの量を自分で調整していただけるようカーボカウ

ント法による栄養指導も行っております。 
これらの治療は従来入院で行うことが一般的でしたが、当院ではご希望に応じて外

来での導入も可能です。 
小児の患者様には小児科病棟と糖尿病内科が連携し、発症時から成人するまで継ぎ

目なく治療を受けて頂けるようにしています。ご入院の際にも、小児科と糖尿病内科
が同じ病棟にあり安心して治療を受けて頂けます。 
小児では学校行事やクラブ活動、成人では仕事や妊娠、出産などさまざまな生活の

変化にも対応できるようきめ細かなアドバイスを心がけ、自分らしい生活を送って頂
けるよう支援していきます。              小児科 山内 裕美子 

 

正
常
な
膵
臓
か
ら
は

24
時
間
持
続
的
に
分
泌

さ
れ
る
少
量
の
イ
ン
ス

リ
ン
（
基
礎
イ
ン
ス
リ

ン
）
と
、
食
事
の
た
び

に
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス

リ
ン
（
追
加
イ
ン
ス
リ

ン
）
に
よ
り
、
血
糖
が

正
常
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
1
型
糖
尿
病
や
イ

ン
ス
リ
ン
分
泌
の
低
下

し
た
2
型
糖
尿
病
に
行

わ
れ
る
強
化
イ
ン
ス
リ

ン
療
法
は
、
2
種
類
の

イ
ン
ス
リ
ン
を
用
い

て
、
基
礎
イ
ン
ス
リ
ン

と
追
加
イ
ン
ス
リ
ン
を

補
う
治
療
で
す
。
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
は
有
効
な
治
療
法
で
す

が
、
食
事
の
た
び
の
自
己
注
射
を
負
担
に
感
じ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。 

イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
は
シ
リ
ン
ジ
に
入
っ
た
イ
ン

ス
リ
ン
を
24
時
間
持
続
的
に
注
入
す
る
こ
と
の
で

き
る
機
器
で
、
食
事
の
た
び
の
追
加
イ
ン
ス
リ
ン
も

簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
注
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
針
を
使
う
の
は
3
日
に
1
回
の
カ
ニ
ュ
ー
レ

交
換
時
の
み
で
す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
イ

ン
ス
リ
ン
注
入
が
可
能
に
な
り
、
場
所
を
問
わ
ず
注

入
で
き
る
た
め
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
患

者
さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

安
全
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ン
ス
リ
ン

ポ
ン
プ
装
着
か
ら
使
用
方
法
ま
で
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。 

イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
は
1
型
、
2
型
糖
尿
病
ど
ち

ら
の
方
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
小

児
や
妊
婦
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
よ
り
良
く
し
た

い
方
や
運
動
を
よ
く
す
る
方
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。 

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
興
味
が
あ
る
方
は
糖
尿
病
外

来
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

★
新
着
情
報
★ 

現
在
当
院
で
使
用
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ

は
英
語
表
示
で
し
た
が
、
新
し
い
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン

プ
で
は
日
本
語
表
示
と
カ
ラ
ー
画
面
の
導
入
で
操
作

も
簡
単
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
よ
り
細
か
く
イ
ン
ス

リ
ン
量
を
調
節
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の

方
を
安
全
で
最
適
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
と
導
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

薬
剤
部 

糖
尿
病
療
養
指
導
士 

高
田
・
宝
諸 

★
薬
剤
部
で
は
日
々
入
院

患
者
様
に
薬
の
説
明
を
行

っ
た
り
、
患
者
様
に
合
っ

た
薬
か
ど
う
か
医
師
と
話

し
合
っ
た
り
、
患
者
様
に

よ
り
よ
い
治
療
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
薬
の
専
門
家

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
手
技
指

導
、
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
指
導
、
薬
の
説
明
な
ど

い
つ
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
薬
に
つ
い
て
不
明

な
点
な
ど
わ
か
り
す
く
ご
説
明
し
ま
す
の
で
1
階

10
番
窓
口
薬
剤
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

インスリンポンプ 

 

 

 

１
．
骨
盤
臓
器
脱
と
は 

女
性
の
骨
盤
内
に
あ
る
膀
胱
、
子
宮
、
膣
、
直
腸

な
ど
が
本
来
の
位
置
か
ら
垂
れ
下
が
り
腟
内
に
押

し
出
さ
れ
て
く
る
疾
患
で
す
。
脱
出
し
て
く
る
臓

器
・
部
位
に
よ
っ
て
膀
胱
瘤
（
り
ゅ
う
）、
子
宮
脱
、

小
腸
瘤
、
直
腸
瘤
、
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
最
近

は
総
称
で
あ
る
骨
盤
臓
器
脱
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
骨
盤
の
底
を
ハ
ン
モ
ッ
ク
状
に

支
え
て
い
る
筋
肉
が
ゆ
る
ん
だ
と
こ
ろ
に
正
常
な

臓
器
が
飛
び
出
す
、
中
高
年
女
性
に
特
有
の
ヘ
ル
ニ

ア
の
一
種
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

２
．
ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
の
？ 

一
番
の
原
因
は
妊
娠
と
出
産
で
す
。
ま
た
長
時
間

の
立
ち
仕
事
や
力
仕
事
、
肥
満
、
慢
性
の
便
秘
も
危

険
因
子
で
す
。
お
腹
に
強
い
圧
力
が
加
わ
る
こ
と
で

骨
盤
底
の
筋
肉
が
損
傷
さ
れ
、
さ
ら
に
加
齢
や
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が
骨
盤
の
支
持
力
を
低
下
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
作
業
に
従
事
す
る
人

や
多
産
の
女
性
が
多
か
っ
た
時
代
に
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
代
で
も
決
し
て
珍
し
い
病
気
で
は
な

く
、
軽
い
も
の
を
含
め
る
と
正
常
分
娩
を
経
験
し
た

女
性
の
約
3
割
程
度
に
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

３
．
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？ 

初
期
の
段
階
で
は
腟
に
違
和
感
や
圧
迫
さ
れ
る

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
入
浴
時
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
よ
う

な
ふ
く
ら
み
に
気
づ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治
療
を

行
わ
な
け
れ
ば
徐
々
に
進
行
し
、
下
が
っ
て
く
る
臓

器
に
よ
る
症
状
が
現
れ
ま
す
。
膀
胱
瘤
が
あ
れ
ば
尿

が
近
い
、
尿
が
出
に
く
い
、
残
尿
感
な
ど
排
尿
に
か

か
わ
る
症
状
が
、
直
腸
瘤
が
あ
れ
ば
残
便
感
や
便
秘

症
が
み
ら
れ
ま
す
。
子
宮
が
脱
出
し
て
い
る
場
合
に

は
、
お
り
も
の
が
増
え
た
り
下
着
に
す
れ
て
出
血
す

る
な
ど
の
不
快
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
直
接
健
康

を
害
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
症
状
が
進
む

に
つ
れ
て
外
出
を
控
え
る
、
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
も
避

け
る
な
ど
、
日
常
活
動
が
制
約
さ
れ
「
生
活
の
質
」

が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。 

 

４
．
治
療
法
に
つ
い
て 

近
年
急
速
に
進
む
高
齢
化
の
中
で
、
中
高
年
女
性

の
「
生
活
の
質
」
を
低
下
さ
せ
る
骨
盤
臓
器
脱
へ
の

注
目
度
が
高
ま
り
、
病
態
解
明
や
治
療
法
が
進
化
し

て
き
ま
し
た
。
排
尿
に
か
か
わ
る
症
状
を
合
併
す
る

こ
と
か
ら
ウ
ロ
ギ
ネ
（
女
性
泌
尿
器
科
）
領
域
と
し

て
確
立
さ
れ
、
専
門
と
す
る
婦
人
科
医
や
泌
尿
器
科

医
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
治
療
法
に
は
骨
盤
底
筋

体
操
や
ペ
ッ
サ
リ
ー
な
ど
の
保
存
療
法
と
根
治
を

目
的
と
し
た
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。 

■
骨
盤
底
筋
体
操
・
行
動
療
法 

 

下
垂
が
ご
く
初
期
の
場
合
に
は
、
ゆ
る
ん
だ
骨
盤

ペッサリー 

図 2 

留
置
す
る
こ
と
に
よ
り
臓
器

の
脱
出
を
防
止
す
る
も
の
で

す
。（
写
真
１
）
違
和
感
や
脱

落
な
ど
う
ま
く
適
合
し
な
い

場
合
や
、
腟
壁
に
傷
が
つ
い

て
出
血
し
た
り
食
い
込
ん
だ

り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま

す
の
で
定
期
的
な
通
院
が
必

要
で
す
。
手
術
を
好
ま
な
い

図 3 図 4 

 地域の開業医の先生方にご協力いただき、いよいよ「開放型
病床」の運営を開始することとなりました。 
「開放型病床」は、地域の先生方と当院医師と情報を共有し

ながら、共同診療を行うもので、「かかりつけ医」の先生方と
連携を行うことが目的です。「開放型病床」の利用方法としま
しては、「かかりつけ医」から当院への紹介をいただき、入院
予約をしていただいた際に「開放型病床」の利用を「かかりつ
け医」からお申し込みして頂くことになります。 
当院の「開放型病床」では、現在、内科（消化器内科・循環

器内科）・小児科・外科・整形外科・脳神経外科で対応させて
頂くこととなっております。 
まだご登録いただいていない先生方もこれを機会に是非ご

登録頂ければ幸いです。地域医療連携室までご一報いただけれ
ばご説明にお伺いいたします。 
今年も、当地域医療連携室では二次救急を担う地域の急性期

病院として、近隣の諸先生方と連携をとりながら開かれた病院
の窓口として尽力して参りたいと思いますので、ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。 

      地域医療連携室  片山  綾 
 

以上、20施設の先生方のご登録を頂きました。 

この場をおかりし、厚く御礼申し上げます。 

 

 この 10 年で時代の変化と共に、患者様の
ニーズは少しずつ多様化していったように
思います。その患者様の声を聴き「患者に寄
り添った看護」を提供するために、病棟 Ns
と外来 Ns で協力しながらあじさいの会を作
り上げてきました。 
今年は院外のホールを借りて約 70 名の患

者様に参加して頂きました。講義や、パネル
ディスカッション、健康体操など充実した時

間を皆で共有できたと思います。 
また患者様から色々な思いや体験談など

をいただき文集を作成しました。原稿を書い
て頂いた方にはもちろん、乳がんで通院中の
方にもお渡しし、同じように勇気や元気をも
らったと喜んでいただいてます。 
その文集とあじさいの会を通して、患者様

の思いを感じ、掖済の精神である患者に寄り
添った看護に貢献したとして、表彰を受ける
ことができました。 
チーム一同、頑張って続けてきてよかった

ねと喜んでいます。 
今後も会が継続していくように皆で協力

しあい頑張ります。有難うございました。 
 


